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耀轍閣轍灘

人口4，2051

　男19，947

　女22，104
世帯数　　7，876

市　民　税（矛3期）
国民健康保険料（矛4期）

　　納期10月31日

，
ー　
　
1
第
七
回
臨
時
市
議
会
i

市
税
の
減
免
条
例
を
制
定

第
二
室
戸
台
風
追
加
予
算
な
ど
可
決

鰭
魏
鐵
霧
鍵
巧
醗
離

な
ど
に
よ
る
追
加
予
算
、
十
日
町
小
㎜
軽
減
叉
は
免
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
、

藤
㌍
難
蠣
難
し
藪
垂
般
莚
お

戸
台
風
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
市
｝
い
て
二
九
七
万
一
、
六
一
三
円
の
追

税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
制
定
な
ど
．
加
を
し
累
計
総
額
四
億
六
八
万
八
、

八
議
案
を
審
議
、
い
す
れ
も
原
案
ど
㎜
五
三
三
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も

お
り
可
決
し
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。
㎜
の
は
才
入
で
は
雑
収
入
（
災
害
救
助

第
二
箋
凝
に
よ
る
被
災
者
勧
替
金
）
と
し
て
九
菱
丞

対
す
る
減
免
に
関
す
る
条
例
の
制
定
ヨ
再
、
市
債
二
〇
〇
万
円
。
才
出
で

響
鰹
。
縫
譲
謙
驚
遺
、
鵡
講
（
蘇

て
そ
れ
ぐ
別
項
に
記
し
た
条
例
の
心
救
助
対
策
費
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
は
1
1
月
5
日
ま
で

　
　
　
　
i
市
税
の
減
免

　第二室戸

台
風
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
市
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
別
表
の

災
害
家
屋
の
被
害
割
合
認
定
基
準
に

よ
り
、
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
必
ら
す
印
鑑
持
参
の
う
え
、
税

務
課
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

　
尚
、
申
請
は
十
一
月
五
日
頃
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
九
月
の
第
二

室
戸
台
風
に
よ
る
被
書
者
に

対
す
る
市
税
の
減
免
に
関
す

る
条
例

〔
災
害
減
免
の
特
例
〕

第
一
条
昭
和
三
十
六
年
九
月
十
六

日
の
第
二
室
戸
台
風
に
よ
る
被
害
者

に
対
し
て
課
す
る
昭
和
三
十
六
年
度

分
の
市
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び
都

一
市
潜
税
の
減
讐
い
て
は
・
法

霧
雛
窮
藷
錺

【
よ
る
．

濡
民
税
の
減
免
〕

｝
第
二
条
　
災
害
に
よ
り
市
民
税
の
納

『
税
義
務
者
（
個
人
に
限
る
。
以
下
同

一一
じ
）
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

・
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

頴
納
税
霧
蓮
対
し
て
課
す
る

㎜
昭
和
三
十
六
年
度
分
の
市
民
税
額
の

毫
署
一
壬
ハ
年
九
月
以
後
の
納

甲
期
に
係
る
税
額
（
特
別
徴
収
さ
れ
る

一
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
六

｝一
年
以
後
に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
税
額

一
と
す
る
。
以
下
同
じ
）
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
軽
減
又
は
免
除
す
る
。

一
、
死
亡
し
た
場
合
　
十
割

二
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
規
定
に
よ

る
生
活
扶
助
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
＋
割

三
、
障
害
者
（
地
方
税
法
π
昭
和
三

十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）
に
よ
る

改
正
前
の
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と

い
う
」
第
二
百
九
十
二
条
第
八
号
に

規
定
す
る
障
害
者
を
い
う
）
と
な
っ

た
場
合
＋
割

四
、
全
壊
、
埋
没
等
に
よ
り
家
屋
の

原
形
を
と
ど
め
な
い
場
合
　
十
割

五
、
風
力
等
に
よ
り
主
要
構
造
部
分

が
著
し
く
損
傷
し
大
修
理
を
必
要
と

す
る
場
合
で
、
当
該
家
屋
の
被
害
率

が
五
割
以
上
の
場
合
　
五
割

〔
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
疏
減
免
〕

第
三
条
　
災
害
を
被
っ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
当
該
家
屋
に
対
し
て
課
す

る
昭
和
三
十
六
年
度
分
を
固
定
資
産

一
馨
の
程
度
を

　
　
決
め
ま
す
事
例

①
屋
根
が
全
部
飛
ぱ
さ
れ
た
も
の
一

　
〇
％

②
屋
根
（
【
○
％
）
及
び
小
屋
組

　
（
二
〇
％
）
全
部
飛
ぱ
さ
れ
た
も

　
の
は
三
〇
％

③
屋
根
及
び
小
屋
組
（
三
〇
％
）
に

ぼ
壁
（
一
〇
％
）
が
破
損
し
た
も
の

　
は
四
〇
％
と
な
り
ま
す
。

屋

根

（
全

部
）

一
〇
％

小

屋

組

〃

二
〇

基1床i建1壁1軸

組

卜

〃 〃

三
〇

一
Q

具

〃

一
五

礎

〃〃

五、G
ー
｝

計

，
、
引
釧
」

税
額
及
び
都
市
計
画
税
額
の
う
ち
、

一

昭
和
三
十
六
年
十
月
以
後
の
納
期
に

係
る
税
額
に
つ
い
て
、
左
の
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
従
い
そ
れ
ぐ
当
該

各
号
に
掲
げ
る
率
を
当
該
税
額
に
乗

じ
て
得
た
額
を
軽
減
し
叉
は
免
除
す

る
。一
、
全
壊
、
埋
没
等
に
よ
り
家
屋
の

｝
原
形
を
と
ど
め
な
い
場
合
十
割

一
一
颪
力
等
に
よ
曇
構
造
部
分

葱
し
く
場
し
大
修
馨
必
要
と

｛
す
る
場
合
で
、
当
該
家
屋
の
被
害
率

一
が
五
割
以
上
の
場
合
　
八
割

　
　
十
醐

　
　
運
動

　恒例の

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
十

一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間

十
日
町
市
を
は
じ
め
中
魚
沼
郡
な
ど

一
市
四
ヵ
町
村
で
一
せ
い
に
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
実
施
要
領
に
つ
き
ま
し
て
は

十
八
日
の
分
団
長
会
議
で
正
式
決
定

さ
れ
ま
す
が
、
主
な
行
事
は

一
、
消
防
ボ
ン
プ
自
動
車
に
よ
る
郡

月
は
秋
季
火
災
予
防

　
　
　
　
、
火
の
用
心
“

『
　
市
内
巡
回
防
火
宣
伝

一
二
、
十
日
町
市
街
地
で
防
火
演
習

り

＝
二
、
火
の
元
検
査

［
な
ど
で
す
。
こ
れ
か
ら
朝
、
晩
は
冷

一
え
て
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

一
又
農
家
で
は
農
繁
期
で
家
を
留
等
に

一
し
が
ち
で
す
の
で
、
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
て
い
た
マ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
、
風
力
等
に
よ
り
内
壁
、
建
具
等

に
損
傷
を
う
け
、
居
住
又
は
使
用
目

的
を
著
し
く
損
じ
た
場
合
で
当
該
家

屋
の
被
害
率
が
二
割
以
上
五
割
未
満

の
場
合
五
割
．

〔
減
免
の
申
請
〕

第
四
条
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
市

税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

市
税
減
免
申
請
書
を
市
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
減
免
の
取
消
〕

第
五
条
　
市
長
は
虚
偽
の
申
請
そ
の

他
不
正
の
行
為
に
よ
り
市
民
税
、
固

、
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を
減
免

一
を
受
け
た
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

こ
れ
を
発
見
し
た
と
き
は
直
ち
に
そ

の
者
に
係
る
減
免
を
取
消
す
も
の
と

す
る
。

　
　
J
　
　
　
　
u

　
　
剛
　
　
　
貝

1
、
こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら
施

行
す
る
。

　
　
【
昭
和
三
十
六
年
九
月
十
六
日
第

二
室
戸
台
風
に
よ
る
市
税
減
免
の
災

告
家
屋
の
被
害
割
合
認
定
基
準
】

（
㎜
【
＋
月
概
況
】

㎜
前
半
は
北
方
の
嚢
圧
が
や
＼

ハ
　
強
い
た
め
天
気
は
変
り
や
す
く
、

畠
隆
盛
騒
■
艦
藝
碍
噌
璽
コ
亀
鑑
」
■
層
｛
馳
、
4
馨
昌
■
『
5
嚢
■
■
「
｝
悪
亀
』
■
冒
』
い
虚
藝
旨
5
亀
匿
「
矯
も
』
』
『
2
駈
璽
、
』
亀
篭
唾
、
ミ
、
『
亀
ー
』
套
●

消
防
新
庁
舎

信
組
あ
と
に

　十日

町
市
消
防
署
庁
舎
は
、
高
田

町
一
丁
目
の
県
信
用
組
合
十
日
町
支

店
あ
と
に
建
て
ら
れ
ま
す
が
、

築
の
仕
組
は
＝
階
建
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク

造
り
延
五
四
坪
で
、
車
倉
及
び
事
務

室
の
ほ
か
、
待
機
室
及
び
仮
眠
室
な

ど
が
設
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

室事　ツ 閏」　i蜀

な務ク　建支田

一 つ　ト避三凸 てル需　階叉 7
版 いの針建

、

は まも塔 、望
消
防
署
庁

すの身延楼
oを鉄十は　取骨二鉄
　付組坪筋

舎 をナ　、　と　コ

の る高展ン
正 こさ望ク
面 と八台　リ
図 にメ　及　1
一 な　1 び　ト

一

←

秋
り
ん
の
つ
〉
く
事
が
あ
り
ま

す
。
中
旬
以
後
と
く
に
下
旬
は
秋

晴
れ
の
日
が
多
い
見
込
み
で
す
。

温
か
い
お
見
舞

　
　
　
感
謝
い
た
し
ま
す

　
　
1
仏
教
会
ら
の
寄
附
1

　
第
二
室
戸
台
風
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
々
の
中
で
、
生
活
の
困
っ
て
い

る
人
た
ち
に
と
こ
の
ほ
ど
市
内
の
各

団
体
や
と
く
名
で
個
人
か
ら
見
舞
．

金
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市
社
会
福
祉

事
務
所
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
務
所
で
は
近
く
こ
れ
ら
見
舞

【
金
を
、
生
活
困
窮
者
に
そ
れ
ぐ
配

一
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
ま
た
。

一
尚
・
現
在
ま
で
の
寄
窪
三
万
．

皿
三
四
七
七
円
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
じ

気
温
は
上
旬
末
頃
低
目
で
す
が
、
　
箭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

平
均
で
は
並
か
高
目
で
降
水
量
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
“

並
か
少
目
で
す
。
な
お
前
半
に
は
薦

南
岸
に
接
近
し
・
奎
に
髪
三
…

る
台
風
が
あ
り
ま
し
ょ
う
・
循

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

【
十
一
月
概
況
】
　
　
　
　
　
　
　
箭

　
天
気
は
お
＼
む
ね
周
期
的
に
変
篇

わ
り
、
そ
の
間
は
移
動
籔
轟

に
お
お
わ
れ
て
、
秋
晴
れ
が
つ
y
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
量

農林気象

◎
十
日
町
市
仏
教
会

く
見
込
み
で
す
。
気
温
は

中
旬
を
中
心
に
一
～
二
回

低
く
な
り
ま
す
が
、
平
均

で
は
高
目
の
見
込
み
で
降

水
量
は
並
か
少
目
の
見
込

み
で
す
。
な
お
台
風
が
一

個
現
わ
れ
ま
す
が
、
洋
畑

は
不
明
で
す
。

【
十
二
月
概
況
】

　
二
～
三
回
位
季
節
風
の
吹
き
だ

し
が
あ
り
、
曇
り
や
雪
の
日
が
多

く
積
雪
は
平
年
並
で
、
降
水
量
は

並
か
多
目
で
し
ょ
う
。
気
温
は
平

年
並
で
す
が
中
頃
一
時
低
温
の
日

が
現
わ
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
一
五
、
六
二
七
円
”

◎
十
日
町
地
区
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　
五
、
O
O
O
円
“

一◎新
座
小
学
校

◎
東
部
自
衛
団

◎
某
婦
人

◎
神
明
町
婦
人
会

◎
県
共
同
募
金
会

一
、
O
O
O
円
”

一
、
O
O
O
円
8

二
、
O
O
O
円
”

一
、
八
五
〇
円
“

七
、
O
O
O
円
・

公
　
告

　
　
市
営
住
宅
申
込
受
付
に
つ
い
て

建
設
中
の
市
営
住
宅
（
川
治
谷
内
丑
団
地
）
も
十
二
月
一
日
竣
工
予

定
に
つ
き
左
記
の
通
り
入
居
申
込
を
受
付
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

一
、
申
込
受
付
期
間
並
に
受
付
場
所

　
①
受
付
期
間
　
　
昭
和
三
十
六
年
十
月
二
十
日
～
十
月
三
十
一
日

十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所

第
二
種
木
造
平
家
建

一
三
戸

六
畳
、
四
畳
半
、
玄
関
、
台
所
、
便
所
、
物
置

押
入
付

一
、
七
〇
〇
円
位

十
日
町
市
大
字
川
治
字
谷
内
丑

●
り
●
．

㌔
9
●

9
　
9

●
　
9
■

起
工
式
終
る

　
　
　
　
＋
日
町
市
厚
生
体
育
舘

　
十
日
町
小
学
校
あ
と
に
建
て
ら
れ

る
厚
生
体
育
舘
新
築
工
事
の
起
工
式

は
去
る
十
二
日
、
午
後
四
時
か
ら
同

校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
請
負
業
者
の
生
研
建
設
株

式
会
社
島
田
常
務
も
来
市
し
、
村
山

十
日
町
市
畏
を
は
じ
め
市
会
議
員
ら

多
数
が
列
席
し
て
、
村
山
市
長
の
鍬

入
れ
な
ど
が
あ
っ
て
め
で
た
く
式
を

終
り
ま
し
た
。

水
道
竣
工
式

H
月
2
日
に

　
第
二
室
戸
台
風
に
よ
り
延
期
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
水
道
竣
工
式
は
十
一

月
二
日
午
後
二
時
か
ら
織
物
会
舘
で

行
わ
れ
ま
す
。

②
受
付
場
所

二
、
住
宅
の
内
容

イ
、
住
宅
種
別

　
ロ
、
戸
　
数

　
ハ
、
間
　
取

　
二
、
月
額
家
賃

ホ
、
建
設
場
所

三
、
入
居
資
格
の
概
要

　
①
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
者
。

②
現
に
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事

　
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他
の
婚
姻
の
予
約

　
者
を
含
む
）
が
五
人
以
内
の
こ
と
。

　
③
毎
月
の
収
入
が
扶
養
親
族
一
入
に
千
円
控
除
し
た
額
が
一
万
六

　
千
円
以
下
の
こ
と
。

　
④
国
税
　
地
方
税
を
満
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
．

　
⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

四
、
選
考
方
法
の
概
要

　
入
居
希
望
者
、
多
数
の
時
は
条
例
に
よ
り
公
営
住
宅
入
居
者
選
考

　
委
員
会
又
は
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
す
る
。

五
、
申
込
用
紙
は
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

六
、
田
川
団
地
、
千
代
坊
団
地
、
八
幡
田
団
地
、
県
営
団
地
の
補
欠

　
　
入
居
希
望
者
も
受
付
ま
す
。

　
尚
不
明
の
点
は
福
祉
事
務
所
係
迄
御
間
合
せ
下
さ
い
。

　
　
昭
和
三
十
六
年
十
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
十
　
日
　
町
　
市
　
役
　
所

　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
⑰
必
膠

　
　
　
　
　
東
京
直
通
電
話
開
通

　
　
お
待
ち
か
ね
の
東
京
直
通
電
話
は
十
二
月
頃
開
通
の
予

　
　
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
を
繰
り
上
げ
去
る
十
日
か

　
　
ら
二
回
線
開
通
い
た
し
ま
し
た
。
大
そ
う
感
度
も
よ
く

　
　
早
く
つ
な
が
り
好
調
で
す
。

　
　
第
一
回
目
の
通
話
状
態
は
．
普
通
通
話
で
早
い
の
は
五

　
　
分
で
つ
な
が
り
、
一
番
遅
い
の
で
も
二
時
間
、
平
均
四

　
　
十
分
前
後
で
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ

　
　
て
至
急
、
特
急
は
平
均
十
分
前
後
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
　
尚
、
東
京
で
中
継
す
る
各
地
へ
の
通
話
も
か
な
り
早
く

　
　
な
り
ま
し
た
◎

　
　
　
　
雑
音
を
な
く
し
よ
う

　
　
皆
様
方
の
御
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
電
気
器
具
か
ら

　
　
雑
音
が
出
て
い
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
　
若
し
雑
音
が
出
て
い
る
電
気
器
具
を
そ
の
ま
x
御
使
用

　
　
に
な
り
ま
す
と
、
自
宅
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ピ
の
聴
視
が

　
　
困
難
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
隣
近
所
の
ラ
ジ
オ
や
テ

　
　
レ
ピ
の
聴
視
に
も
妨
害
を
与
え
ま
す
か
ら
、
雑
音
の
出

　
　
な
い
電
気
器
具
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

　
　
受
信
障
害
対
策
中
央
協
議
会
で
は
全
国
的
な
組
織
を
も

　
　
っ
て
雑
音
の
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
十
月
一
日

　
　
か
ら
三
十
一
日
ま
で
一
カ
月
間
全
国
雑
音
一
掃
運
動
を

　
　
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
雑
音
を
な
く
し

　
　
て
明
朗
な
ラ
ジ
オ
が
聴
け
る
様
に
し
、
ま
た
美
し
い
テ

　
　
レ
ピ
が
視
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
信
越
地
方
受
信

　
　
障
害
対
策
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
の
御
協
力
を
求
め
て

　
　
お
り
ま
す
。
電
気
雑
音
の
発
生
源
と
な
る
も
の
は
御
家

　
　
庭
で
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
螢
光
灯
、
ミ
キ
サ
r

　
　
電
気
ド
リ
ル
、
電
気
ゴ
タ
ッ
な
ど
で
あ
り
ま
し
て
、
こ

　
　
れ
ら
の
電
気
器
具
を
御
使
用
に
な
る
際
は
、
雑
音
が
出

　
　
な
い
こ
と
を
確
め
て
か
ら
な
さ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

　
　
よ
う
。
若
し
現
在
雑
音
で
お
困
り
の
方
は
．
最
寄
り
の

　
　
放
送
局
電
力
会
社
、
ラ
ジ
オ
店
に
御
相
談
下
さ
れ
ば
、

　
　
実
費
で
雑
音
防
止
器
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お

　
　
り
ま
す
か
ら
、
御
遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
国
民
年
金
絞
章
図
案
募
集

　
　
◎
公
募
の
主
旨
　
国
民
年
金
制
度
を
象
徴
す
る
「
国
民

　
　
年
金
紋
章
」
を
作
定
し
て
、
今
後
．
ハ
ツ
チ
、
旗
幟
、
標

　
　
札
、
表
示
な
ど
に
統
一
的
活
用
を
は
か
り
本
制
度
の
創

　
　
設
を
記
念
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

　
　
◎
募
集
図
案
　
国
民
年
金
制
度
を
象
徴
し
、
右
の
使
用

　
　
目
的
に
適
合
す
る
簡
素
な
も
の
。

　
　
0
募
集
期
間
　
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
に

　
　
必
着
の
こ
と
。

　
　
◎
審
査
　
本
協
会
が
委
嘱
し
た
審
査
員
に
よ
り
審
査
し

　
　
　
一
等
、
二
等
．
三
等
を
選
定
す
る
。

　
　
◎
発
表
　
国
民
年
金
弘
報
昭
和
三
十
七
年
一
月
号
お
よ

　
　
び
各
都
府
県
国
民
年
金
関
係
紙
上
に
発
表
す
る
。

　
　
◎
賞
一
等
一
点
賞
金
三
万
円
副
賞
リ
コ
ー
マ
イ

　
　
　
　
　
ト
一
台
二
等
一
点
賞
金
一
万
円
副
賞
リ
コ

　
　
　
　
　
ー
メ
イ
ト
一
台
　
三
等
一
点
　
賞
金
五
千
円
副
賞

　
　
　
　
　
リ
コ
ー
オ
ー
ト
一
台

　
　
◎
送
り
先
　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
の
十
二
、
衆

　
　
議
院
第
一
議
員
会
舘
六
二
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
団
法
人
　
日
本
国
民
年
金
協
会
宛

　
　
◎
そ
の
他
　
人
選
作
品
を
紋
章
と
し
使
用
す
る
場
合
に

　
脚
は
本
協
会
に
帰
属
し
、
応
募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

　
屋
　
巳
　
昌
　
農
　
－
　
畠
　
皿
　
覇
　
巴
　
塵
　
昌
　
巳
　
厘
　
量
　
昌
　
且
　
駐
　
■
　
●
　
昌
　
■
　
畠
　
ー
　
属
　
量
　
口
　
口
　
亀
　
●
　
昌
　
巳
　
旦
　
轟
　
巴
　
醜
　
巳
　
－
　
口
　
鵬
　
魔
　
●
　
臨
　
璽
　
鵬
　
臓
　
昌
　
且
　
邑
　
題
　
巳
　
昌
　
巳
　
昌
　
－
　
鋼
　
巳
　
瓢
　
5
　
巳
　
融
　
0
　
魯
　
■
　
8
　
●
　
厘
　
島
　
隅
　
口
　
一
　
島
　
■
　
　　
、
そ
の
一
部
を
修
正
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
版
耀

　
6
　
畠

ズ
亘ー

ヤ
厘
、
9
、
1
～
巳
、
昌
ヘ
ヨ
八
3
い
髄

〃
”

〃
”緬／”ワ”μ““〃”ル”〃”－”－昌－昌ノロ　“　”ブ”～”

（ハ

””巨邑昌■巴lI愚

　
ー
　
臨
　
巳
　
巳

、
』
豆
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塞蜜対策

仮

　
第
二
室
戸
台
風
の
災
害
救
助
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
特
集
号
で
お
知
ら

せ
の
と
お
り
、
災
害
救
助
法
の
適
用

や
、
市
独
自
の
援
助
対
策
な
ど
で
一

応
の
措
置
が
な
さ
れ
今
後
も
復
旧
に

い
ろ
く
手
を
つ
く
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
又
こ
れ
か
ら

な
さ
れ
る
救
助
対
策
等
に
つ
き
ま
し

て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。A
県
対
策
事
項

一
、
収
容
施
設
、
仮
設
住
宅

　
該
当
戸
数
は
吉
田
｝
、
中
条
一
の

　
の
二
戸
で
い
す
れ
も
二
乃
円
で

　
応
急
的
な
住
宅
が
建
て
ら
れ
ま
す

二
、
生
活
必
需
品
給
与

　
全
壊
家
屋
二
二
戸
の
全
部
と
半
壊

　
一
四
戸
（
半
壊
一
四
〇
戸
の
一
〇

　
％
）
に
該
当
、
全
壊
に
は
一
戸
当

　
り
一
、
五
〇
〇
円
、
半
壊
四
七
八

　
円
相
当
の
毛
布
、
ナ
ベ
、
バ
ケ
ツ

　
フ
ラ
イ
パ
ン
等
が
支
給
さ
れ
ま
し

　
た
。

三
、
医
療
及
び
助
産
医
療
関
係

　
主
と
し
て
台
風
に
よ
る
直
接
の
負

　
傷
者
に
対
し
て
救
助
さ
れ
る
も
の

　
で
、
該
当
員
数
は
八
名
。
医
療
費

　
は
一
九
四
、
三
五
八
円
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。
但
し
こ
れ
は
治
療
期
間

　
一
四
日
以
内
の
み
で
す
。

一
…
…
＝
…
＝
＝
…
一
一
一
…
…
…
≡
…
…
一
鯛
一
…
…
≡
幡
…
…

㎜
1
、
保
険
料
の
納
付

　鯖6（⊃号
”1”1”1”川””II”1川”BIII”川9”lI”1””誓”IIII”IIIIlll”川1”量川””lIlI”1“川川川lIIl”1”1”1”川川”1”冒lIl””1

設
住
宅
二
戸

応
急
修
理
四
十
二
戸
を
実
施

準
半
壊
世
帯
に
も
見
舞
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

四
、
住
宅
の
応
急
修
理

　
半
壊
世
帯
の
一
四
〇
戸
の
う
ち
、

　
生
活
保
護
世
帯
や
要
保
護
世
帯
を

　
優
先
に
、
三
割
の
四
二
戸
に
該

　
当
、
一
戸
当
り
、
平
均
一
八
、
九
三

　
六
円
。
計
七
九
五
、
三
三
〇
円
で

　
応
急
的
な
家
屋
の
修
理
が
行
わ
れ

　
ま
す
。

五
、
学
用
品
給
与

　
被
災
者
の
う
ち
中
学
生
七
名
（
九

　
〇
〇
円
）
、
小
学
生
九
名
（
六
八

　
○
円
）
に
該
当
。
ノ
ー
ト
、
鉛
筆

　
下
敷
、
筆
、
画
用
紙
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
が
県
対
策
事
項
で
合
計
九
七

一
、
六
ニ
ニ
円
に
の
ぼ
る
救
助
措
置

が
行
わ
れ
又
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

か
る
わ
け
で
す
。

B
市
対
策
畢
項

一
、
全
壊
世
帯
見
舞
い

　
急
施
議
会
で
決
定
し
全
壊
コ
ニ
世

　
帯
に
そ
れ
ム
Y
一
五
、
○
○
○
円

　
の
見
舞
金
を
さ
し
あ
げ
た
わ
け
で

　
す
が
、
地
域
別
に
み
ま
す
と
十
日

　
町
四
、
中
条
五
、
下
条
一
、
川
治

　
一
吉
由
二
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
半
壊
世
帯
見
舞
い

　
一
と
同
様
．
五
四
世
帯
に
該
当
、
一

戸
に
、
五
、
O
O
O
円
で
十
日
町
一

　
一
、
中
条
一
七
、
、
川
治
三
、
下

害
を
受
け
た
た
め
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
方

は
、
被
災
の
程
度
に
よ
り
免
除
に

特
別
の
扱
い
が
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
月
中
に
免
除
の
申
請
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

　
免
除
の
申
請
は
国
民
年
金
手
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

『
三
蝶
鰯
影

｝　二
に
準
す
る
被
災
者
に
一
件
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
○
O
O
円
の
見
舞
金
を
さ
し
あ
げ

　
ま
し
た
が
、
該
当
戸
数
は
九
三
戸

　
で
十
日
町
＝
、
中
条
一
二
、
川
’

　
治
五
、
六
箇
九
、
下
条
三
三
、
吉
．

　
田
二
三
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
死
傷
者
見
舞
い

　
死
亡
一
、
負
傷
六
で
す
が
死
亡
さ
■

　
れ
た
家
に
三
、
○
○
○
円
、
負
傷

　
に
一
、
O
O
O
円
と
そ
れ
ぞ
れ
市

　
長
交
際
費
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

　
げ
ま
し
た
。

　
以
上
市
関
係
の
合
計
は
五
六
七
、

　
○
○
○
円
で
す
。

一
、
生
保
家
屋
補
修
費

　
生
活
保
護
家
族
の
家
屋
修
理
で
社

　
会
福
祉
関
係
で
す
が
、
現
在
県
に

　
申
請
中
で
そ
の
額
は
一
七
二
、
○

　
○
○
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一、
c
そ
　
の
　
他

二
、
学
校
関
係
補
修
費

　学

校
関
係
で
は
十
日
町
中
学
寄
宿

と
飛
一
小
学
校
が
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
そ
の
復
旧
費
は
三

〇
九
、
九
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま

F
ー
［
｝
－
－

国
民
金
融
公
庫
を

　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
下
さ
い

　
　
　
　
　
台
風
災
害
と
年
末
融
資

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
さ
き
の
台

風
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
中
小

企
業
者
の
復
旧
資
金
と
年
末
融
資
を

つ
ぎ
の
と
お
り
い
た
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
せ
い
ぐ
δ
利
用
下

さ
い
。

◎
第
二
室
戸
台
風
災
害
融
資

一
、
貸
付
対
象
1
こ
の
度
の
台
風

　
で
直
接
間
接
に
損
害
を
受
け
設
備

　
叉
は
運
動
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る

　
方
。

二
、
貸
付
限
度
－
個
人
一
〇
〇
万

　
円
、
法
人
二
〇
〇
万
円
迄
。
但
し

　
現
在
金
融
公
庫
か
ら
融
資
中
の
も

被
保
険
者
の
資
格
取
得
届
を
提
出
…

　
の
は
現
在
の
貸
付
残
高
と
合
計
し
、

　
て
右
の
限
度
を
超
え
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
。

三
、
返
済
期
間
ー
五
ヵ
年
以
内
で

　
す
が
間
接
被
害
の
方
は
成
る
可
く

　
一
～
二
ヵ
年
程
度
以
内
に
し
て
頂

　
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
三
～
六
ヵ
月
以
内
の
据
置
期

　
間
を
設
け
る
事
も
出
来
ま
す
。

四
、
利
率
－
日
歩
二
銭
四
厘
六
毛

年
九
分
。

五
、
申
込
受
付
期
間
ー
十
月
末
日

迄
、
国
民
金
融
公
庫
．
長
岡
支
所
及

　び

代
理
所
、
市
町
村
役
場
、
商
、
工

会
議
所
、
商
工
会
等
に
申
し
込
み
．

下
さ
い
。

◎
年
末
融
資
の
取
扱

一
、
印
し
込
み
受
付
期
間
！
十
一

　
月
二
十
日
迄
（
国
民
金
融
公
庫
長

　岡

支
所
着
）
な
お
、
豪
雪
地
区
に

　おける

申
し
込
み
は
十
月
中
に
。

二
、
貸
付
限
度
－
個
人
一
〇
〇
万

盧
■
6
8
霊
薗
置
■
∬
已
麓
…
…
2
璽
曜
■
5
2
蓋
剛
踊
3
．
a
睡
■
ヨ
…
，
哩
電
．
■
罎
‘
選
爾
，

水
谷
八
重
子
さ
ん

　
　
　
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
赫
日
鵬
歌
碑
除
幕
と
記
念
行
事

　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
で
は

来
る
二
十
六
日
、
十
日
町
小
唄
歌
碑

除
幕
式
と
記
念
行
事
を
行
い
ま
す

が
、
そ
の
日
程
が
つ
ぎ
の
と
お
り

9
決
定
し
ま
し
た
。
当
日
は
式
興
を

一
織
物
会
舘
前
で
挙
行
、
除
幕
と
同

’
時
に
風
船
が
秋
空
に
鐸
い
上
り
、

つ
〉
い
て
混
声
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
で
十
日
町
小
唄
が
歌
わ
れ
る
。

つ
い
で
三
階
ホ
ー
ル
で
の
祝
賀
会
に

は
取
引
先
商
社
を
は
じ
め
、
関
係
者

一
五
〇
名
で
永
井
白
泪
　
、
水
谷
八
重

子
、
中
山
普
平
各
氏
に
感
謝
状
が
お

く
ら
れ
た
あ
と
、
花
柳
社
中
に
よ
る

新
旧
十
日
町
小
唄
踊
り
が
披
露
さ
れ
・

一
ま
す
。
引
き
続
き
市
内
で
は
消
防
音

楽
隊
を
先
頭
に
水
谷
八
重
子
さ
ん
ら

．
を
オ
ー
ブ
ン
カ
、
に
乗
せ
、
山
車
六

台
に
揃
い
の
衣
裳
の
踊
り
子
で
市
中

パ
レ
ー
ド
。
組
合
員
の
祝
賀
会
。
夜

は
繊
労
従
業
員
一
〇
〇
名
と
、
専
門

店
、
商
店
連
盟
、
婦
人
会
等
一
般
の

参
加
を
得
て
民
踊
流
し
と
堤
灯
行
列

で
最
後
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
行
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
つ
ぎ
の

『
と
お
り
で
す
。

1
、
除
幕
式
H
会
舘
前
（
午
後
一
、

○
○
～
一
、
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
本
年
も
造
林

　
　
　
　
　
　
の
季
節
が
来
ま
し

苗木を大切に
一造林の注意一

　
円
、
法
人
二
〇
〇
万
円
以
内
。

三
、
利
率
－
年
九
分
（
日
歩
二
銭

　
四
堕
ハ
毛
）

四
、
貸
付
期
間
L
五
〇
ヵ
月
以
内

一
五
、
返
済
方
法
1
、
月
賦
、
そ
の
他

｝2、祝駕
会
π
大
ホ
ー
ル
（
午
後

　
二
、
O
O
～
三
、
三
〇
）

3
、
記
念
市
中
パ
レ
ー
ド
腎
市
内

　
　
（
午
後
三
、
三
〇
～
四
、
三
〇
）

4
、
組
合
員
祝
賀
会
”
大
ホ
ー
ル

　
　
（
午
後
五
、
O
O
～
七
、
O
O
）

5
、
民
踊
流
し
旺
市
内
（
午
後
七
、

　
O
O
～
九
、
○
○
）
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
＝
＝
3

　
七
、
八
、
九
月
分
保
険
料
の
納

期
は
本
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
御
承
知
の
如
く
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
な
い
ま
＼
に
事
故
（
障

害
、
夫
の
死
亡
等
）
が
起
き
た
と

き
は
受
け
ら
れ
る
年
金
も
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
だ
納

付
さ
れ
な
い
方
は
是
非
本
月
末
ま

で
に
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
特
に
個
人
で
納
付
す
る
こ

と
に
し
て
お
る
町
内
の
方
は
忘
れ

な
い
よ
う
御
注
意
下
さ
い
。

2
、
被
災
者
に
対
す
る
保

　
険
料
の
免
除
特
例

　
災
害
に
よ
り
間
定
資
産
に
損

国
民
年
金
に
つ

し
て

と
印
鑑
を
持
参
し
て
、
市
役
所
国

民
年
金
係
の
窓
口
へ
お
い
で
下
さ

い
。
尚
、
被
災
の
状
況
損
害
額
等

が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
で
下

さ
い
。
3
、
各
種
届
出
の
励
行
方

◎
今
年
二
十
才
に
な
っ
た
者
（
昭

和
十
六
年
生
ま
れ
）
は
、
速
か
に

1
聖
臥
晒
「
9
旧
声
血
F
、
軌

し
て
下
さ
い
。

◎
住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た

時
は
、
国
民
年
金
手
帳
を
添
え
て

速
か
に
届
出
て
下
さ
い
。

◎
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、
そ
の

他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た
り
、

　
　
　
　
　
脱
退
し
た
り
し
た

　
　
　
　
　
り
し
た
と
き
も
届

　
　
　
　
　
出
て
下
さ
い
。

4
本
年
四
月
一
日
以
降

っ
て
下
さ
い
。
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夫
が
死
亡
し
、
義
務
教
育
修
了
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子
を
扶
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い
る
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は
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母
子
福
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年
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思
わ
れ
ま
す
の
で
該
当
者
は
国
民
，
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一
日
も
早
く
請
求
の
手
続
き
を
と
，
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騒

た
。
毎
年
造
林
に

つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
注
意
し
て
き
ま

し
た
が
、
実
際
に

実
行
し
て
よ
い
結

果
を
あ
げ
て
い
る

人
は
本
当
に
少
い

よ
う
で
す
。
次
に

掲
げ
る
注
意
は
だ

れ
に
も
出
来
る
簡

蛍
な
事
．
項
の
み
で

す
の
で
、
本
年
こ

そ
実
行
し
て
皆
ん

な
が
よ
か
っ
た
と

将
来
に
明
か
る
い
希
望
が
も
て
る
よ

う
に
、
苗
木
を
大
切
に
造
林
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
注
意
す
る
こ
と

一
、
杉
苗
も
一
見
丈
夫
そ
う
に
見
え

　
る
が
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
と
変
ら

『
　
ぬ
も
の
で
す
か
ハ
h
、
大
切
に
。

二
、
苗
木
を
受
取
っ
た
ら
、
す
ぐ
包

　
み
を
．
取
り
除
い
て
、
き
れ
い
な
水

　
に
根
を
つ
け
て
、
約
半
日
経
っ
た

　
ら
植
栽
す
る
。
山
に
数
日
植
え
る

　
こ
と
が
出
来
な
い
時
は
、
畑
に
仮

　
植
え
し
て
置
き
ま
し
ょ
う
。

三
、
苗
を
受
取
っ
て
特
に
不
良
の
も

　
の
、
病
気
に
か
か
っ
で
い
る
苗
が

　
あ
っ
た
ら
す
ぐ
産
業
課
に
申
し
出

　
て
く
だ
さ
い
。

四
、
植
え
只
は
大
き
く
撫
っ
て
、
根

　
は
四
方
に
充
分
ひ
ら
い
て
植
え
ま

　
し
ょ
ア
つ
。

五
、
植
え
た
ら
雪
水
が
根
も
と
か
ら

　
し
み
こ
ま
ぬ
よ
う
、
よ
く
踏
ん
で

　
も
と
を
少
し
固
め
に
し
て
お
き
ま

　
し
ょ
う
。

　
こ
ん
な
や
さ
し
い
注
意
を
し
な
い

と
せ
っ
か
く
植
え
て
も
全
部
枯
れ
た

り
、
結
果
が
思
っ
た
よ
り
悪
く
落
胆

す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
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二
｝
人
、
九
〇
〇
万
円

▽
半
壊
蒔
一
四
〇
棟
、
一
四
〇
世
帯

　
七
七
〇
人
、
三
〇
三
〇
万
円

▽
小
壊
距
九
三
四
棟
、
九
三
八
世
帯

　
四
九
三
〇
人
、
四
六
七
〇
万
円

一
、
非
住
家
被
害
の
部

▽
全
壊
腫
一
．
五
棟
、
三
二
〇
六
万
円

▽
半
壊
“
四
一
棟
、
九
九
万
三
千
円

▽
小
壊
旺
一
一
二
棟
、
二
〇
万
七
千

　
円

三
、
人
畜
被
害
の
部

▽
死
者
一
名
、
重
傷
三
名
▽
軽
傷
五

．
名
。
四
、
そ
の
他
の
被
害
の
部

▽
田
”
－
六
八
三
〇
五
万
円
▽
畑
”
九

九
〇
四
万
円
▽
倒
木
果
樹
騨
二
六
一

九
四
千
円
▽
学
校
施
設
置
二
四
二
万

七
千
円
▽
そ
の
他
（
山
火
事
ー
下
条

地
）
口
三
〇
万
円

◇
位
置

教
育
環
境
の
充
実
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
学
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ー
鐙
島
小
学
校

信
濃
川
の
段
丘
の
上
県
道

㎜
羽
倉
線
に
沿
っ
て
鐙
坂
と
高
島
の
ほ

…
ぽ
中
間
に
位
置
し
て
こ
の
学
校
が
建

㎜
て
ら
れ
て
い
る
。
バ
ス
で
十
日
町
駅

㎜
か
ら
約
三
十
分
で
学
校
前
の
停
留
所

㎜
に
着
く
の
で
雪
の
な
い
時
の
交
通
に

㎜
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

㎜
◇
学
区
の
概
要
　
学
区
民
の
約
八
割

㎜
が
農
家
で
あ
る
が
、
因
習
だ
け
に
た

㎜
よ
っ
て
い
る
農
法
で
は
な
く
近
代
感

㎜
覚
に
富
ん
だ
経
営
ぶ
り
の
よ
う
で
あ

㎜
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
以
前
に
は
西

㎜
瓜
を
出
荷
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽

㎜
培
し
、
最
近
で
は
共
同
に
よ
る
豚
の

㎜
多
頭
飼
育
に
着
手
し
叉
は
養
．
蚕
の
全

㎜
令
共
同
飼
育
に
進
み
、
機
械
化
に
よ

…
る
近
代
農
法
に
進
み
つ
つ
あ
る
の
が

㎜
鐙
島
の
農
家
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ

第
二
室
戸
台
風

被
害
総
額
一
億
九
千
万
円

　
当
市
に
お
け
る
被
災
状
況
は
特
集

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
最
終

的
な
第
二
室
戸
台
風
の
風
災
報
告
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
発
表
い
た
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
住
家
の

部
で
は
八
千
六
百
万
円
、
非
住
家
で

は
四
百
四
十
六
万
円
、
そ
の
他
の
部

で
一
億
七
百
二
十
一
万
六
千
円
で
被

害
総
見
積
額
は
一
億
九
千
七
百
六
十

七
万
六
千
円
に
の
ぽ
り
ま
し
た
。

一
、
住
家
被
害
の
部

▽
全
壊
H
二
二
棟
、
二
二
世
帯
、
一
．

上から高山、下条、八箇
　　　　　吉田の被災家屋

自貧
　
　
④幕

う
に
進
ん
だ
考
え
方
で
学
校
教
育
に

積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

◇
学
校
の
概
要
　
一
言
に
し
て
広
六

闘
と
し
た
教
育
環
境
と
い
い
切
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
敷
地
総
坪
約
三
千
坪
（
児
童
一
人

当
九
・
八
坪
）
、
屋
外
体
育
場
千
八

百
坪
（
一
人
当
り
六
・
二
坪
）
、
屋

内
体
育
場
百
七
十
坪
（
一
人
当
り
○

・
六
坪
）
、
学
級
数
九
、
児
童
数
ヨ

百
一
名
、
教
職
員
数
十
一
名
、
学
区

内
戸
数
三
百
四
十
戸
。
普
通
教
室
の

外
に
特
別
室
、
図
書
室
、
広
六
と
し

た
屋
体
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
環
境
の
中
で
「
健
康
で

明
か
る
く
、
科
学
的
に
物
事
を
処
理

で
き
る
子
供
に
」
と
考
え
な
が
ら
日

日
の
教
育
活
動
を
つ
〉
け
て
い
る
。

健
康
教
育
に
留
意
し
て
昭
和
二
十
七

年
度
か
ら
冬
期
間
汁
給
食
を
実
施
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
が
そ
の
蛍
力
は

全
部
P
T
A
の
母
親
に
よ
る
輪
番
の

勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

ル
ク
給
食
を
実
施
し
た
の
で
冬
季
に

は
朝
ミ
ル
ク
を
、
属
食
時
に
汁
を
給

食
し
て
い
る
が
将
来
は
完
全
給
食
を

実
施
し
た
い
希
望
を
も
っ
て
い
る
。

◇
施
設
設
備
の
充
実
と
学
区
民
の
協

力
教
育
に
深
い
理
解
と
関
心
を
も

っ
て
い
る
の
で
施
設
設
備
の
充
実
に

は
常
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

過
去
に
は
上
水
道
（
学
区
用
）
の
新

設
に
或
は
屋
体
、
新
校
舎
の
建
築
に

そ
れ
ぞ
れ
よ
く
協
力
し
、
最
近
は
又

ス
テ
ー
ジ
の
新
設
、
観
察
池
の
築
造

九
月
の
新
学
期
に
な
っ
て
か
ら
も
暑

い
日
に
は
体
育
時
間
な
ど
水
泳
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

◇
よ
く
働
く
P
T
A
　
校
地
が
広
く

児
童
数
は
限
ら
れ
た
人
員
の
た
め
校

地
の
整
備
は
児
童
の
力
だ
け
で
は
難

行
事
の
た
め
、
春
雪
消
え
後
P
T
A

の
役
員
の
労
力
奉
仕
に
よ
り
校
庭
整

備
を
実
施
し
、
砂
を
運
び
、
グ
ラ
ン

ド
を
整
地
し
側
溝
を
さ
ら
い
、
ロ
ー

ラ
ー
を
ひ
い
て
運
動
し
易
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
今
年
は
更
に
子
供
の
遊

一鐙島小学校全景一

と
よ
く
協
力
の
実
績
を
積
ん
で
来
た

が
今
年
は
更
に
数
年
前
か
ら
計
画
し

て
き
た
プ
ー
ル
建
設
に
向
い
学
区
を

あ
げ
て
物
心
両
面
に
亘
る
非
常
な
努

力
を
傾
け
、
一
方
市
当
局
の
理
解
あ

る
処
置
に
よ
り
八
月
七
日
遂
に
待
望

久
し
か
っ
た
プ
ー
ル
の
竣
工
を
見
る

に
至
っ
た
。

　
プ
ー
ル
は
広
さ
十
三
麿
x
二
十
五

麿
、
深
さ
一
麿
～
七
十
移
で
児
童
本

位
に
設
計
さ
れ
て
あ
る
の
で
全
校
児

童
の
よ
い
健
康
教
育
の
場
と
し
て
安

心
し
て
活
用
し
て
い
る
。
父
兄
も
毎

年
夏
に
な
る
と
頭
痛
の
種
と
な
っ
て

い
た
信
濃
川
の
川
遊
び
も
殆
ん
ど
な

く
な
り
こ
の
プ
ー
ル
で
あ
れ
ぱ
安
心

し
て
い
ら
れ
る
と
非
常
に
喜
ん
で
い

る
。
特
に
今
年
の
夏
体
み
は
高
温
の

㎜
る
。
更
に
昭
和
三
十
五
年
度
か
ら
、
・
、
日
が
続
い
た
為
殆
ん
ど
毎
日
利
用
し

び
用
具
と
し
て
鉄
バ
イ
プ
の
ブ
ラ
ン

コ
を
新
設
し
た
。

　
次
に
文
化
部
の
仕
事
に
P
T
A
新

聞
の
編
集
が
あ
る
創
刊
以
来
十
年
を

経
過
し
五
十
号
を
越
え
て
い
る
。
こ

の
発
行
も
主
と
し
て
父
兄
の
努
力
に

よ
っ
て
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い

る
。
日
汝
の
忙
し
い
仕
事
の
間
合
に

原
稿
を
書
き
、
夜
は
部
員
が
深
更
ま

で
磧
張
っ
て
編
集
の
仕
事
を
し
て
い

る
（
発
行
は
年
五
～
六
回
）
。

▽
P
T
A
主
催
の
講
演
会

　
講
師
に
は
県
講
師
団
の
方
六
の
中

か
ら
主
と
し
て
お
願
い
し
毎
学
期
一

回
開
き
会
員
の
修
養
と
向
上
に
資
し

て
い
る
。

▽
P
T
A
の
学
校
参
観
と
学
習

　
学
年
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
計

画
を
た
て
学
校
側
と
打
合
せ
て
毎
月

実
施
し
て
い
る
が
農
閑
期
に
け
劉
百

内
容
の
学
習
に
ま
で
進
む
沼
画
て
あ

る
。
学
年
、
委
員
が
常
に
積
極
的
一
．
－
．
熱

心
に
活
動
し
て
い
る
。

▽
炎
．
去
、
下
の
プ
ー
ル
監
視

　
プ
ー
ル
は
い
く
ら
安
全
に
．
・
．
き
て

い
て
も
子
供
の
生
命
に
関
す
・
つ
こ
と

も
あ
る
の
で
こ
の
夏
休
み
中
は
口
直

の
職
員
は
勿
論
で
あ
る
が
、
P
T
A

の
役
員
が
毎
日
輪
祈
に
当
っ
た
か
炎

天
下
に
よ
く
時
間
を
守
っ
て
終
始
義

り
な
く
勤
務
し
た
。

▽
運
動
会
と
そ
の
準
備

　
運
動
会
は
学
校
と
P
T
A
が
共
催

で
行
う
が
実
施
の
二
、
三
日
前
に
グ

ラ
ン
ド
の
整
備
作
業
を
行
う
、
こ
れ

も
P
T
A
の
役
員
の
奉
仕
作
業
の
一

つ
で
あ
る
。
運
動
会
当
日
は
「
パ
ン

食
い
」
「
ビ
ン
釣
り
」
「
紅
口
圭
入

れ
」
等
に
老
若
男
女
童
心
に
か
え
っ

て
一
日
楽
し
く
子
供
と
一
し
ょ
に
蓮

動
会
を
や
る
の
も
年
中
行
事
の
一
つ

で
あ
る
。
ス
キ
ー
大
会
も
ほ
ぽ
同
様

で
あ
る
が
こ
の
方
の
P
T
A
の
参
加

は
秋
の
運
動
会
ほ
ど
に
は
ゆ
か
な

い
。
こ
の
他
図
書
の
充
実
を
は
か
り

よ
い
読
物
を
与
え
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
る
。

　
汁
給
食
、
ミ
ル
ク
給
食
の
設
備
に

も
物
心
両
面
の
援
助
か
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
「
子
供
の
幸
福
に
な
る
事

な
ら
出
来
る
だ
け
帽
張
っ
て
や
る
か

ら
何
で
も
思
い
切
っ
て
計
画
し
て
み

よ
う
で
は
な
い
か
」
と
積
極
的
に
協

力
を
示
し
て
い
る
。

◇
こ
の
よ
う
に
教
育
関
心
が
高
く
農

業
の
近
代
化
が
進
ん
で
き
た
の
で
農

繁
期
休
業
に
対
す
る
考
え
方
が
非
常

に
よ
い
方
に
変
っ
て
き
て
い
る
の
で

昨
年
か
ら
農
繁
期
休
業
を
や
め
て
最

も
忙
し
い
時
期
に
晴
天
の
臼
だ
け
午

後
の
授
業
の
一
部
を
切
る
程
度
と
し

極
力
授
業
時
数
の
確
保
に
つ
と
め
て

い
る
。
ス
テ
ー
ジ
も
完
成
し
プ
ー
ル

も
新
設
さ
れ
教
育
環
境
が
着
女
と
整

備
さ
れ
て
い
く
の
で
こ
れ
を
機
会
に

職
員
も
学
区
民
と
一
体
と
な
っ
て
今

後
一
そ
う
児
童
の
体
位
を
向
上
さ
せ

体
力
を
つ
け
さ
せ
て
学
習
意
欲
に
も

え
る
子
供
に
育
て
て
い
き
た
い
。

◇
公
民
舘
の
分
離
と
し
て
の
学
校

学
校
教
育
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く

公
民
舘
の
鐙
島
分
舘
と
し
て
地
域
社

会
の
利
用
が
非
常
に
多
く
各
種
の
団

体
が
常
に
学
校
を
中
心
と
し
て
よ
く

活
動
し
て
い
る
。
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